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木

図の よう な グラ フは 木と 呼ばれ る . も っ と 正
確に は ,閉路が 無く て 連結な (つ な が っ て い る )
グラ フを木と 呼ぶ .

点の 数が n の 木の 枝の 本数は n − 1 で あ る . (な
ぜか ?)

グラ フと ネットワ ー ク (第 4 回) – p.2/61
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木 (続き )

木に お い て ,次数が 1 で あ る よう な 点は 葉と 呼
ばれ る .

木に は 必ず 葉が 存在す る . (な ぜか ?)
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有向木

図の よう な 有向グラ フを有向木と 呼ぶ . 有向
木で は 根と 呼ばれ る 1点以 外に は ち ょ う ど 1本
の 枝が 入り ,根に は 入る 枝は な い .

v0

v0 が 根
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有向木 (続き )

v0 v0

外向木 内向木
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根付き 木

無向グラ フと し て の 木を考え る . 1点を選ん
で , そ れ を根と 考え る こ と が で き る .

v0

根が 指定さ れ た 木を根付き 木と 呼ぶ .

グラ フと ネットワ ー ク (第 4 回) – p.6/61
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根付き 木 (続き )

v0を根と す る 根付き 木は , 外向木 (また は 内向
木) と 考え る こ と も で き る .

v0

v0
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根付き 木 (続き )

v0を根と す る 根付き 木 (あ る い は ,有向木)を考
え る . v に 隣接す る 点で , v か ら v0 へ 至る 道上
の 点に あ る 点を v

′ と す る .

v
′ は v の 親, v は v

′ の 子
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グラ フ 探索

あ る 点か ら 出発し て ,グラ フの 中を枝の 向き に
進み な が ら ,可能な 限り 探索す る 方法

深さ 優先探索 (DFS)

幅優先探索 (BFS)

グラ フと ネットワ ー ク (第 4 回) – p.9/61
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スタ ッ クと キュー

DFSに は スタック と 呼ばれ る デー タ構造が , BFS
に は キ ュ ー と 呼ばれ る デー タ構造が 用い ら れ る .
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スタ ッ ク (stack)

a

b

c

(a)

先に 入っ た も の (first-in)
が 後に 出る (last-out)

平積み に さ れ た 本と 同じ
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キュー (queue)

a b c

(b)

先に 入っ た も の (first-in) が 先に 出る
(first-out)

銀行な ど の 窓口と 同じ

待ち 行列と も 呼ばれ る
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深さ 優先探索
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幅優先探索

グラ フと ネットワ ー ク (第 4 回) – p.36/61



BFS 1～ 6

a1

a2 a3

a4 a5

a6

a7

a8

a9

a10
v1

v2 v3

v4

v5

Q

i=0

0

0 0

0

0

グラ フと ネットワ ー ク (第 4 回) – p.37/61



BFS 7～ 9

a1

a2 a3

a4 a5

a6

a7

a8

a9

a10
v1

v2 v3

v4

v5

Q

i=1

1

0 0

0

0

v1

グラ フと ネットワ ー ク (第 4 回) – p.38/61



BFS 10～ 22

a1

a2 a3

a4 a5

a6

a7

a8

a9

a10
v1

v2 v3

v4

v5

Q

i=2

1

0 0

2

0

v1

a= a1

w= v4

v4

v= v1

グラ フと ネットワ ー ク (第 4 回) – p.39/61



BFS 10～ 22

a1

a2 a3

a4 a5

a6

a7

a8

a9

a10
v1

v2 v3

v4

v5

Q

i=3

1

3 0

2

0

v1

a=
w= v2

v4

v= v1

a2

v2

グラ フと ネットワ ー ク (第 4 回) – p.40/61



BFS 10～ 22

a1

a2 a3

a4 a5

a6

a7

a8

a9

a10
v1

v2 v3

v4

v5

Q

i=3

1

3 0

2

0

v1

a=
w= v2

v4

v= v1

a3

v2

グラ フと ネットワ ー ク (第 4 回) – p.41/61



BFS 10～ 11

a1

a2 a3

a4 a5

a6

a7

a8

a9

a10
v1

v2 v3

v4

v5

Q

i=3

1

3 0

2

0

v1

a=
w=

v4

v= v1

v2

グラ フと ネットワ ー ク (第 4 回) – p.42/61
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深さ 優先探索の ちょ っ と し た応用

図の よう な 迷路が 与え ら れ た と き に ,入口と 出
口へ の 道を見付け る た め に 深さ 優先探索を用い
る こ と が で き る .

(a)

グラ フと ネットワ ー ク (第 4 回) – p.59/61



深さ 優先探索の ちょ っ と し た応用

そ の た め に ,与え ら れ た 迷路か ら 以 下の よう に
グラ フ (の 幾 何学 的表現)を構成す る .

グラ フと ネットワ ー ク (第 4 回) – p.60/61



深さ 優先探索の ちょ っ と し た応用

そ の た め に ,与え ら れ た 迷路か ら 以 下の よう に
グラ フ (の 幾 何学 的表現)を構成す る .

(1)入口と 出口に 点を書く .

グラ フと ネットワ ー ク (第 4 回) – p.60/61



深さ 優先探索の ちょ っ と し た応用

そ の た め に ,与え ら れ た 迷路か ら 以 下の よう に
グラ フ (の 幾 何学 的表現)を構成す る .

(2)迷路の 中で 道が 二つ 以 上に 分か れ る 分岐 点
に 点を書く .

グラ フと ネットワ ー ク (第 4 回) – p.60/61



深さ 優先探索の ちょ っ と し た応用

そ の た め に ,与え ら れ た 迷路か ら 以 下の よう に
グラ フ (の 幾 何学 的表現)を構成す る .

(3)迷路の 中で 行き 止まり に な っ て い る 地点に
点を書く .

(b) グラ フと ネットワ ー ク (第 4 回) – p.60/61



深さ 優先探索の ちょ っ と し た応用

そ の た め に ,与え ら れ た 迷路か ら 以 下の よう に
グラ フ (の 幾 何学 的表現)を構成す る .

(4)迷路の 中の 道に 添っ て , (1)∼(3) で 書い た 点
ど う し を結ぶ .

グラ フと ネットワ ー ク (第 4 回) – p.60/61



深さ 優先探索の ちょ っ と し た応用

実際に は ,迷路が 与え ら れ た と き に そ の グラ フ表
現を書か な く て も ,迷路の 深さ 優先探索が ど の よ
う に な る か は 想像で き る で あ ろ う .

グラ フと ネットワ ー ク (第 4 回) – p.61/61
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